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全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
た

第
八
回
県
大
会
成
功
裡
に
終
わ
る

岩
槻
市
Ｇ
Ｇ
連
盟
会
長
　
田

畑

正

昭

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
岩
槻
市
は
、
平
成
三
年

十
月
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
の
も
と
、
企
て
の
市

民
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
健
康
な
体
と
心
を
培

い
、
明
る
い
家
庭
を
築
き
、
友
情
と
連
帯
の
和
を
広
げ
、

希
望
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
、
美
し
い
街
作
り
に
鋭
意
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、

高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
マ
ッ
チ
し
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
市
当
局
の
全
面
的
協
力
を
得
て
、
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
現
在
七
〇
〇
名
を
超
え
る
会

員
を
擁
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

は
か
ら
ず
も
こ
の
度
、
第
八
回
県
Ｇ
Ｇ
大
会
開
催
地

と
し
て
、
岩
槻
市
槻
の
森
文
化
公
園
陸
■
競
技
場
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
、
岩
槻
市
は
も
と
よ
り
、
Ｇ
Ｇ

連
盟
普
及
発
展
の
為
に
も
得
難
い
試
練
で
あ
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
六
月
ニ
ト
三
日
の
大
会
当
日
は
、
梅
雨
時

と
は
思
え
な
い
好
人
に
恵
ま
れ
、
県
下
各
地
よ
り
二
八

四
名
の
選
手
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
は
な
ば
な
し
い
プ

レ
ー
が
各
所
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
熊
谷
市
の
円
日
富
男
さ
ん
が
、
１
ラ

ウ
ン
ド
３
連
続
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
偉
業
を
達
成
さ

れ
、
ス
コ
ア
６７
と
い
う
県
大
会
新
記
録
を
樹
立
し
見
事

優
勝
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
催
地
と
し
て
会
場

コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
を
憂
慮
す
る

一
役
員
と
し
て
も
、
こ

れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
こ
こ
に
当
時
を
ふ
り
か
え
り
、
県
協
会
は
も
と
よ

り
、
大
会
運
営
の
為
に
終
始
絶
大
な
る
御
支
援
御
協
力

を
賜
り
ま
し
た
役
員
の
皆
様
、
並
び
に
選
手
の
持
様
方

に
、
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
の
合
言
葉
に
、

十
月
一
卜
し
日

（日
）
秋
空
の
下

「鯉
の
ぼ
り
の
町
」
加

須
市
市
民
運
動
公
園
で
、
県
市
町
村
の
代
表
選
手
四
四

八
名
の
参
加
を
得
て
、
第
七
回
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
秋
季
大
会

「青
木

一
三
杯
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

開
会
式
に
は
、
加
頒
市
長
を
は
じ
め
議
会
議
長
、
教

育
長
、
県
議
会
議
員
等
の
来
賓
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
前
年
度
優
勝

の
岩
槻
市
蛭
問
さ
ん
よ

り
優
勝
杯
が
返
還
さ
れ
、

つ
い
で
地
元
加
須
市
の

肥
後
選
手
よ
り
力
強
い

選
手
宣
誓

が
あ
り
３２

ホ
ー
ル

（陸
上
競
技
場

‐６
ホ
‐
ル
、
野
球
場
１６

ホ
ー
ル
）
の
競
技
が
開

始
さ
れ
ま
し
た

普
段
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
す
べ
く

全
員
が
真
剣
な

一
打

一

打
の
中
に
も
、
グ
ル
ー

プ
仲
間
と
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
、

な
ご
や
か
な
そ
し
て
有

意
義
な

一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

終
了
後
、
成
績
発
表
が
あ
り
、
深
谷
市
の
根
岸
さ
ん

が
７７
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
で
優
勝
、
会
場
か
ら

「お
め
で
と
う
」
の
大
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。
次
国
の
優

勝
は

「私
が
」
と
い
う
闘
志
が
湧
い
た
の
も
偽
ら
ざ
る

気
持
ち
で
し
た
。

―
―
―
附
記
　
陸
上
競
技
場
Ｂ
コ
ー
ス
の
第
１
ゲ
ー
ム

で
加
須
市
の
松
本
良

一
さ
ん
は
、
１
～
８
ホ
ー
ル
ま
で

オ
ー
ル
２
打
の
記
録
を
達
成

―
―

秋晴れの力□須市で県秋季大会

来期こそ「青木一二杯」を我が手に…

加須市GG協会 柿 崎  隆



・
。
ぃ
謙

卿
９
回
全
国
ヌ
ポ
／
ツ
・
レ
ク
リ
ー
／
シ
ョ
ン
祭

い
つ
も
青
春
ハ
ず

っ
と
青
春
の
テ
ー
マ
に
迎

え
ら
れ
た
第

９
回
ス
ポ
レ
ク
祭
。
ス
ポ

レ
ク
ぐ

ん
ま
９６
Ｇ
Ｇ
全
国
大
会

に
私
達
は
県
大
会
か
ら

８
名
、
指
導
者

の
大
会
か
ら
２
名
、
埼

玉
選
抜

と
し

て
参
加
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら

５０
チ
‐
ム
、
　

４
８
６
名
の
選
手

が
、

１１
月
２
日

（
土
）
尾
島
町
利
根
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
に
勢
揃

い
。
皆
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
よ
う
と
の
緊
張
感

で
試
合

に
臨
み
ま
し
た
。
２
Ｒ
が
終
り
そ
れ
ぞ
れ
の
成

果

の
交
換
談
議

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
前
橋
市
敷
島
公
園
県
営
陸
上
競

技
場
の
開
会
式
に
参
加
。
選
手
団
約

一
万
人
が

集
ま
り
、
華
や
か
に
く
り
広
げ
ら
れ
た
オ
ー
ブ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
に
見
入
る
ば
か
り
。
雄

大

で
祝
祭
空
間
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
を
私

達

に
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
八
木
節

の
音
頭
に
合
わ
せ
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
全
員
と
選
手
団
全
員
が
グ

ラ
ウ

ン
ド
に
出

て
踊

っ
た
際
は
、
ま
る
で
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
開
会
式
を
思
わ
せ
る
す
ば
ら
し
い
思
い

出

に
な
り
ま
し
た
。

三
日
日
、

１１
月
４
日

（
月
）
は
最
後
の
ｌ
Ｒ
で

結
果
が
決
定
す
る
日
で
あ
り
、
皆
和
や
か
な
気

持
ち
で
は
い
る
も
の
の
、
コ
ー
ス
の
下
見
を
し

た
り
真
剣

そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。

閉
会
式

の
成
績
発
表

で
加
須
市

の
鈴
木
輝
男

さ
ん
が

５５
打

で
全
国
第

３
位
、
加
須
市
の
松
本

節
子
さ
ん
は
、

５９
打

で
第

１０
位
と
同
ス
コ
ア
で
あ

り
な
が
ら
大
会
規
定

で
惜
し
く
も
入
賞

で
き
な

か

つ
た
の
は
残
念

で
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
、
県
外
の
多
く
の
方
々

と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
じ

て
三
日
間
に
わ

た
り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
い
思

い
出

の

一
べ
―
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

尾
島
町
の
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
歓
迎
を
感
謝

し
、
開
催
中
に
県
協
会

の
宮
崎
会
長
、
田
中
事

務
局
長
、
有
志
の
方
々
が
激
励
に
来
て
戴
き
、
有

り
難

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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『
老

骨

の
挑

戦

』
角

田

吉

雄

グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル

フ
に
親
し
み
出
し
て
か
ら
七
年
。
今
年

は
、
上
級
指
導
者
認
定

へ
挑
戦
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
萎
び

て
い
た
フ
ァ
イ
ト
が
、
カ

ッ
カ
と
燃
え
出
し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
休
眠
状
態
の
脳
細
胞
を
ゆ
り
起
こ
し
、
残
り
日

数
を
気
に
し
な
が
ら
受
験
勉
強
、
友
人
と
の
共
同
研
修
、
さ
ら

に
ル
ー
ル
を
想
定
し
て
の
実
技
練
習
…
。
し
か
し
、
考
え
て
い

た
半
分
も
定
着
し
な
い
現
状
は
、
我
な
が
ら
あ
き
れ
る
程
で
し

た
。そ

ん
な
老
骨
に
鞭
打

っ
て
迎
え
た
当
日
の
講
義
は
、
ル
ー
ル

の
細
か
い
解
説

・
エ
チ
ケ

ッ
ト

・
ル
ー
ル

・
指
導
方
法
と
指
導

者
の
心
得
な
ど
、
す
ぐ
身
に
つ
け
て
実
践
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
内
容
ば
か
り
で
、
こ
の
上
な
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
条
文
外
の

●
遊
び
が
原
点

＝
命
を
か
け
る
よ
り
充
分
に
楽
し
め
。

●
ル
ー
ル
は
、
己
に
厳
し
く
、
ひ
と
に
は
や
さ
し
く
。

●
ル
ー
ル
十
五
条
＋
そ
の
人
の
人
間
性
が
大
事
。

●
教
え
る
も
の
で
は
な
い
―
日
の
高
さ
を
同
じ
に
。

●

マ
ー
ク
…
過
剰
サ
ー
ビ

ス
に
な
る
な
。

な
ど
は
、
銘
記
し
て
お
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
日
間
の
日
程
を
消
化
し
て
、
　
買
口
格
』
の
発
表
を
聞
い
た



一― 太陽

ねル1

た

く

伸

黙

灌

に

が
ら
集
ま
る
。

り
続
く
と
の
状
況

競
技
委
員
長
は
悲
壮
な
顔
て
、
澪響
こ

の
様
な
状
況
で
す
が
最
後
ま
で
試
合

を
行
い
ま
す
」
と
キ

ッ
パ
リ
言
い
き

り

ま

し

雨
中
の
熱
戦
が
終
り
表
彰
式
は
一

体
育
館
で
し

た
。
嶋
田
さ
ん
が
四
十
人
抜
き
で

が
八
位
と
埼

玉
の
県
名
が
続
く
と
大
き
な
ど

た

。

今
思
い
ま
す
と
、
佐
土
原
町

た
く
さ
為
σ
択
機
の
物
心
両
面
に

わ
た
り
、　
一
生
懸
命
尽
く
し
て
く
れ
た

び
あ
が
り
、
そ

し
て
手
作
り
の
心
の
こ
も

っ
た
お
土
産
を
た
く
さ
ん
戴
き
本
当
に
そ

の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

喜
び
と
楽
し
さ
に
興
奮
と
感
激
の
素
晴
ら
し
い
四
日
間
の
ね
ん
り

ん
ピ

ッ
ク
、
こ
の
大
会
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
県
の
皆
さ
ん
と
迎
え

て
く
れ
た
宮
崎
県
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
有
り
難
う
と
言
わ
せ
て
戴
き

ま
す
。

こ

　
時
に
は
、
本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
同
時
に

一上
級
指
導

曲嶼
．暉け崚い一］帥賊い。、ズシッと両一月にかかったような思

り澤竃
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一〓
ロ者豪

　
確
実
な
ル
ー
ル
に挑
戦

ヒ
日

　

　

　

磐

τ

Ｇ
協
会

橋

本

キ

ミ

子

ｔ

ｒ

”
軋
膨

掟

辟

実
技
で
の
チ
ェ
ッ
ク
も
、
こ
と
の
ほ
か
厳
し
か

っ
た
だ
け

に
、
合
格
の
喜
び
は
、
ま
こ
と
に
大
で
し
た
。

こ
う
し
て
難
関
を
通
り
抜
け
た
ら
、
今
ま
で
の
不
安
な
プ

レ
ー
か
ら
飛
躍
を
遂
げ
、
仲
間
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
的
確
に
な

っ
て
、
私
も
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
世
に
生
を
う
け
て
六
十
七
年
、
そ
し
て

そ
の

一
割
に
あ
た
る
六
年
と
八
ヶ
月
を
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
中
心
に
あ
け
く
れ
、
ゴ
ル
フ
三
昧

と
は
こ
う
い
う
事
か
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

振
り
返
れ
ば
、
十
九
才
か
ら
農
業

・
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
ヘ
と
移
り
な
が
ら
も
、
常
に
健
康
と
心
豊

か
な
生
活
を
願
い
つ
づ
け
て
働
い
た
日
々
で
し

た
。
仕
事
の
関
係
で
十
年
ぐ
ら
い
ゴ
ル
フ
の
経

験
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も

娯
楽
も
な
い
私
で
し
た
。
そ
れ
が
退
職
後
に
こ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
出
会
い
を
期
に
、
地
域
社
会
に
役
立
て

よ
う
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
に
熱
中
し
、

村
内
各
地
で
お
誘
い
し
、
今
で
は
愛
好
者

一
五

○
名
を
数
え
る
程
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
五
年
に
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
に
村
内
の
二

人
で
参
加
し
て
以
来
、
毎
年
全
国
交
歓
大
会

（金

沢

・
徳
島

・
久
留
米
）
へ
村
内
数
名
の
仲
間
と

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ガ

ο
久
留
米
市

ヘ

全
Ξ
交
″
大
会
に
参
力
し
て

川
里
村
Ｇ
Ｇ
協
会
会
長

程

塚

勝

政

さ
て
、
本
年
の
久
留
米
大
会
で
す
が
、
前
年

度
ス
ポ
レ
ク
祭
１
位
の
熊
谷
市

・
嶋
田
さ
ん
が

優
勝
、
そ
し
て
県
会
長
の
宮
崎
さ
ん
、
加
須
の

橋
本
さ
ん
の
入
賞
に
続
き
、
団
体
戦
で
も
熊
谷

市
が
２
位
と
、
さ
す
が
に
全
国

一
の
Ｇ
Ｇ
人
□

を
誇
る
埼
玉
県
勢
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
で
す
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
三
泊
四
日
の
日
程
の
中

で
の
、
宴
会
と
長
崎
観
光
は
、
競
技
の
緊
張
感

と
と
も
に
、
数
え
切
れ
な
い
喜
び
と
楽
し
み
生

き
が
い
の
経
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
全

国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
お
友
達
に
知
り
合
え

た
事
は
、
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

九
年
度
は
三
重
県
の
四
日
市
市
で
す
。
県
協

会
員
の
皆
様
方
も
私
達
と

一
緒
に
是
非
参
加
さ

れ
、
こ
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
あ
る
適
度
な

健
康
管
理
に
専
念
し
、
全
国
交
歓
大
会
に
毎
年

参
加
し
、
い
つ
か
は
全
国
優
勝
の
夢
を
み
て
、

生
き
が
い
と
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。



谷
市

グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
の
活
動
状
況

深
谷
市
Ｇ
Ｇ
協
会
会
長

石

井

健

治

１
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
設
立

深
谷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
は
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
明
る
く
、
元
気
な
深
谷
市

の
市
作
り
の

一
翼
を
担
う
た
め
に
、
平
成
２

年
５
月
に
体
育
指
導
委
員
を
中
心
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
組
織
は
１４
グ
ル
ー
プ
で
構

成
、
役
員
７
名
、
理
事
１７
名
を
グ
ル
ー
プ
中

心
に
選
出
し
て
お
り
、
会
員
の
意
見
が
十
分

反
映
で
き
る
よ
う
に
――
人
し
た
活
動
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

２
．
協
会
の
活
動
人
員

平
成
８
年
Ｈ
月
現
在
の
賞
好
者
数
は
千

名
、
県
登
録
●
六
四
名
で
、
協
会
登
録
者
全
員

が
１１
部
団
体
に
加
盟
を
し
て
い
ま
す
。
当

――――

の
目
標
会
員
数
は
五
百
名
と
し
て
い
ま
す
。

３
．
各
大
会

へ
の
参
加

各
大
会

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
参
加
者
と

共
に
競
い
、
交
欲
し
、
学
び
合
い
、
そ
の
貴

重
な
体
験
を
会
員
に
伝
え
、
活
動
に
活
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
度
の
大
会
参
加
内
容
は
全
国
交

欲
大
会
、
関
東
大
会
に
１７
名
、
県
大
会

（夏

期

・
秋
期
）
大
里
大
会
、
熊
谷
ふ
れ
あ
い
人

会
に
９３
名
が
出
場
。
本
年
は
じ
め
て
ね
ん
り

ん
ピ

ッ
ク
に
１
名
出
場
、
過
去
の
全
国
ス
ポ

レ
ク
祭
出
場
者
は
７
名
で
あ
り
ま
す
。

４

活
動
の
活
性
化

組
織
の
充
実
、
拡
大
と
活
動
を
活
発
化
さ

せ
る
為
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
正
し
い

ル
ー
ル
習
得
、
マ
十
１
の
実
戦
の
場
ル
し

て

県
■
催
行
事
、
講
青
会
に
は
稿
一極
的
に
参
加

し
、
現
在
１１
級
指
導
者
資
格
取
得
者
は
１５
名

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
人
達
を
中
心
に
正
し

＼）

い
活
動
の
和
を
広
げ
て
い
ま
す
。

活
動
の
特
徴
は
会
員
に
よ
る
定
例
大
会

を
年
１２
回
開
催
、
市
民
大
会
３
回
を
開
催
、

加
須
市
と
の
交
歓
大
会
の
開
催
等
、
年
間

‐６
国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参

加
延
人
員
は
約
二
千
名
と
な
り
、
技
術
、
技

能
の
向
上
と
組
織
の
活
性
化
の
基
と
な

っ

て
い
ま
す
。

又
、
底
辺
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
教
育

委
員
会
と
共
催
で
公
民
館
を
中
心
に
年
２

回
の
出
前
教
室
８
時
間

コ
ー
ス
や
公
民
館

を
中
心
と
し
た
教
室
や
大
会
を
継
続
し
て

活
動
し
た
結
果
と
し
て
、
平
成
７
年
よ
り

８
公
民
館
対
抗
大
会
や
公
民
館
大
会
の
予

選
会
が
各
分
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
各
団
体
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

寒
さ
も
厳
し
い
師
走
の
秩
父
夜
祭
り
が
訪
れ

る
、
平
成
元
年
十
二
月
二
日
、
皆
野
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
発
足
の
設
立
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
本
協
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
振
興
を
図
り
、
町
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
す
べ
く
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
の
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
比
較
的
少
な
い
が
若
い
人
達

か
ら
、
高
齢
者
の
方
々
ま
で
が
、
笑
顔
で
お
互

い
に
心
の
触
れ
合
い
を
感
じ
乍
ら
、
大
き
な
輪

を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
各
地
域
で
競
技
を
開
催

し
、
愛
好
者
は
五
〇
〇
名
を
数
え
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
（）

現
在
、
県
登
録
者
三
Ｌ
八
名
、
Ｌ
級
指
導
者

十
三
名
で
す
。

事
業
と
し
て
、

①

競
技
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の
開
催
協
力
。

②

指
導
者
の
養
成
と
資
質
の
向
Ｌ
。

③

各
種
大
会

へ
の
派
遣

以
上
、
目
的
に
向
か

っ
て
県
協
会
の
ご
指
導

の
も
と
に
、
会
員
の
持
様
と
共
に
尚

一
層
努
力

し
、
期
待
さ
れ
る
協
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

れ
は
や
は
り
人
気
の
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

そ
の
も
の
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
当
初
は
県
の

協
会
長
で
あ
り
ま
し
た
故
青
木

一
三
先
生
、
日

本
協
会
の
総
務
部
長
で
し
た
戸
塚
真
佐
子
先

生
、
共
に
久
喜
市
に
参
ら
れ
ま
し
て
、
い
ろ
い

ろ
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
嬉
し
か

っ
た
で

す
ね
―
　
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
ー
　
そ
の
時
は
こ
ん

な
思
い
で
し
た
。

又
、
埼
玉
県
公
聴
広
報
課
の
お
と
り
は
か
ら

い
で
、
Ｇ
Ｇ
の
Ｐ
Ｒ
。
当
久
喜
市
で
埼
玉
Ｔ
Ｖ

の
撮
影
に
は

一
寸
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
Ｔ
Ｖ
撮
影
、
そ
の
後
浦
和
の

ス
タ
ジ
オ
で
…
。
そ
れ
が
県
内
に
放
送
さ
れ
大

変
名
誉
な
こ
と
で
し
た
。

私
共
の
協
会
で
は
現
在
毎
週
木
曜
日
を
練
習

日
と
し
、
常
時
七
〇
名
か
ら
八
〇
名
で
楽
し
く

和
気
合
々
と
し
て
練
習
致
し
て
お
り
ま
す
。

大
会
も
年
二
回
春
秋
と
行

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
迄
は
１

・
２

・
３
位
に
は
カ
ッ
プ
を
授
与

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
男
女
別
に

カ
ッ
プ
を
授
与
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
女

性
の
方
が
大
変
増
え
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
い

つ
も
こ
れ
又
楽
し
く
大
会
を
開
催
致
し
て
お
り

ま
す
。

人
生
と
は
、
生
き
る
よ
ろ
こ
び
、
そ
れ
は
健

康
で
、
笑
顔
で
、
元
気
で
楽
し
め
る
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
そ
の
も

の
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
の
協
会
も
お
陰
様
で
、
十
年
を

迎
え
ま
す
。
早
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

設
立
当
初
は
会
員
も
，卜
四
名
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
現
在
は

一
た
Ｏ
名
と
な
り
ま
し
た
（）
こ

一　
天
災
、
人
災
、
事
件
の
後
処
理
、
三
年
間
の
一

一政
治
の
ツ
ケ
が
総
選
挙
、
何
と
目
ま
ぐ
る
し
い
一

一こ
の

一
年
、
師
も
走
り
出
す
と
い
う
あ
わ
た
だ
一

一し
い
こ
の
月
、
第
４
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
　

一

一　
そ
れ
に
し
て
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
埼
一

一玉
県
勢
、
ど
こ
に
い
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
活
躍
一

一ぶ
り
に
は
、
い
さ
さ
か
鼻
も
高
く
な
ろ
う
と
い
一

一う
も
の
。
来
年
は
丑
年
、
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
一

一目
標
を
定
め
て
、
ホ
ー
ル
ボ
ス
ト
に
思
い
切
り

一勧轍ス̈
め的醜噺“柚噺降汁卍「のパ町。

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

大
き
な
活
力
の
輪
に

皆
野
町
Ｇ
Ｇ
協
会
会
長

豊

田

信

二

迎
え
る
十
年
目
の
協
会

久
喜
市
Ｇ
Ｇ
協
△天
本長

佐

藤

真

深谷市グラウンドゴルフ協会


